
通信業における激突災害の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労働

者規

模

1
11～

12

配達のためお客様宅外階段を昇っていた際、階段に右足がつまずいてしまい、左

膝を負傷した。
26

100

～

299

2 16~17
配達作業中、バイクを降り配達先へ歩行中、手元の配達物を確認しながら歩いて

いたところ、玄関前の砂利に足をとられ、右足首を挫いてしまい負傷した。
33

500

～

999

2 12~13
帰局途中で直進中右側から急な突風が吹いてきて、左に流され、道路の縁石に乗

り上げ、近くの電柱に衝突し、左足を強打し、病院に救急搬送された。
35

100

～

299

5 8～9

集配センターの玄関において、荷物をセンター内に運んでいたところ、足元の靴

に躓き体勢を崩し、配達物の入ったケースを持ったまま左側の棚にぶつかり左手

甲及び小指を負傷した。

55

500

～

999

5
16～

17

就業先1階作業場から、軽四車両へ向かう際に発着場の階段を使わずに発着から

飛び降りようとし、発着の台車止めに右足先を引っ掛け、地面へ右膝より転落し

強打した。

42

300

～

499

6
20～

21

1階ベルトコンベア第一吐出口付近で、積載パレットを移動させ始めた際、他の

吐出口（シュート口）を囲むパレットに右手甲をぶつけ、打撲した。 患部が腫れ

て痛んだため通院後、休業に至る。

64

1000

～

9999

6 3～4
就業場所にて、パレットの下段に荷物を積載しようとした際、中棚に頭をぶつ

け、首がむち打ちとなった。（ヘルメット着用）
55

1000

～

9999



7
11～

12

バイクで配達中、歩道を通過して配達先へ向かうため左折した際、歩道と道路の

段差（20㎝程度）の目測を誤り、つま先を段差にぶつけ、左第2趾を骨折した。
26

300

～

499

7
14～

15

局内の車両発着台で、軽四輪車の荷台から荷物を降ろすために車に近寄ったと

き、開いていたハッチドアの先端部分に頭をぶつけ負傷した。
69

100

～

299

9
11～

12

配達中、お客様宅の階段に右足をぶつけ負傷した。 当日はそれほど痛みがなかっ

たため配達業を続けた。 その後も多少痛みがあったが、休むほどではないと自分

で判断し勤務を続けていたが、骨折が判明した。

65

500

～

999

9
11～

12

事業場内のホームにおいて、仕分けした商品をトラックに積み込む際に、積み込

みホームとトラックの間に隙間があり、左足は隙間をまたいだが、右足を隙間に

挟んでしまい、右足膝を強打したものである。

47
10～

29

9
17～

18

マンションを配達後、バイクに戻ってエンジンをかけるため、キックしてエンジ

ンをかけたがかからなかった。 再度キックしたところ、足が滑ってキックレバー

に右足ふくらはぎを強打し、右下腿部挫傷した。

43

100

～

299

10
9～

10

郵便局内地下駐輪場で配達用のバイクの車両点検をしていた。 前方のウインカー

の点灯確認をした後、後方のウインカーとテールランプが点灯しているか確認し

ようと右後方へ振り向いた際に、右目が右隣にあったバイクのミラーに衝突し

た。 右目涙小管を断裂する怪我を負った。

49

300

～

499

10
11～

12

バイクを停め、徒歩で配達先へ訪問し配達を済ませた後、バイクに戻るため50cm

程度の段差を飛び下りたところ、雨天のため着地面足場が悪く、膝を捻った。
31

300

～

499

11
17～

18

渋滞のため停車中に、後方より4tトラックが追突した。 その弾みで前方に停車し

ていたコンテナ車に追突した。
59

500

～

999

11
16～

17
配達後戻る際に路面の段差に躓き左足首を捻って負傷した。 25

300

～



499

11
11～

12

小包区分機4番シュートの付近で、運ばれてきたパレットの上段に積んであった

荷物（花）を降ろそうとしていた。 パレット下段に足を乗せて荷物を掴み、乗せ

ていた足を降ろそうとしたところ、足が絡まったようにふらつき倒れた。 倒れた

際、建物の柱保護のため床にある木材に腰を打ちつけ負傷した。

46

100

～

299

12 15~16

局内、地下バイク置場にて、バイクのキャリーボックスへ配達物を積み込んでい

たところ、配達物の量が多くふたが閉まらず、ふたを閉めるため、止め具にゴム

を括り付けようとした。 その際、バイクがバランスを崩して転倒し、支えようと

して手を出したため、バイクにぶつけ負傷した。

50

300

～

499

12 17~18

当社社員が配達を終え、駐車していた車へ戻る際に後方から接近してきた自転車

に追突され転倒し負傷した。 相手自転車は逃走し、警察署へ傷害事件として被害

届を提出した。

26

500

～

999

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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